
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

平成２７年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 大地（ふるさと）と遊ぼう！ どろんこドッジボール大会 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人大町青年会議所 

電話 ０２６１－２３－２４３６ 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  ５９２，０７１円（うち支援金：４０９，０００円） 

 

① 大北の自然環境の素晴らしさを再

発見・再認識してもらう事 

② 白馬村の自然を対外に PR 

③ 大北 5 市町村の新たな繋がりの機

会を提供すること 

④ 神城断層地震で被害の大きかった

地域に笑顔を届ける 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

地元の白馬南小の 1 年生から松本

市の大人まで、幅広い皆さんに参

加頂き、それぞれにたっぷりの笑

顔で楽しんで頂けた。大自然を堪

能頂けたと確信します。 

【当日の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

○好天にも恵まれ、北アルプスの山々も望む絶好のロケ

ーションの中、子供から大人まで大自然を肌で感じ、満

喫することで、自然環境の素晴らしさを安曇野市、松本

市からの参加の皆さんにも感じていただけた。 

○５つの市町村代表チームによる対抗戦、また中信地域

各地からの参加があり、新たな交流の場となった。高瀬

中学・白馬中学それぞれの生徒会長の参加があり、二人

に選手宣誓をお願いし、新たな繋がりが生まれた。 

○神城断層で実際に被害にあった白馬南小の子供たち

も３チーム出場頂き、喜んで帰ってもらえ、多くの観客

にもお越しいただき、笑顔を届けることができた。 

 

 小学１年生から、大人まで参加頂き、大北の自然環境

の素晴らしさを全身で感じてもらい、大北の魅力を再発

見・再認識してもらうために水を張った田んぼをコート

にしてのドッジボール大会を行いました。また、5 市町

村の繋がりの機会として、市町村別対抗戦も行い、会場

は神城断層地震で被害の大きかった白馬村神城で行う

ことで、地域に笑顔を届けると共に、対外に広く白馬の

元気を PR しました。 

・一般参加チーム 松本市１/安曇野市１/池田町１ 

         大町市４/白馬村５ 

・市町村対抗   松川村/池田町/大町市 

         小谷村/白馬村 （各１チーム） 

（一社）大町青年会議所ではこれからも大北の魅力が伝わるよう様々な事業を展開していきま

す。また、今回の事業で生まれた各市町村の繋がりを礎に、大北地域の連携が加速するよう、こ

れから考えられるあらゆる方法を調査研究し、大北地域に発信していきます。 


